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 
この研究の目的は､ 統合失調症をもつ人が､ 地域で生活を送る中で主体的に行う症状マネージメントとは
どのようなものか､ 幻聴体験を中心に明らかにすることである｡ 対象者は､ 地域で生活する統合失調症をも









































｢入院｣ ｢薬を飲む｣ ｢助けを求める｣ ｢自然に






















































































家族や同じ病気をもつ人､ 医師などの医療従事者から､ 幻聴に対するアドバイスをもらって､ 体や生活






















































































以前は幻聴を ｢悪魔｣ や ｢霊的なもの｣ と
いう捉え方をしていたが､ それらが病気によっ
て生じる症状だと分かることで幻聴に対する
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